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小中学校におけるトイレ洋式化の加速について 

 

 本市では，令和４年３月策定の呉市教育振興基本計画に基づき，呉市立小中学校におけるトイレ総数に対する洋式トイレの設置

数の割合（以下「洋式化率」といいます。）が令和７年度末までに６６パーセント以上になるよう，和式トイレから洋式トイレへ

の変更（以下「洋式化」といいます。）を計画的に進めています。 

 しかし，令和２年９月に文部科学省が公表した公立小中学校の洋式化率と令和５年９月に公表した洋式化率を比較すると，本市

の洋式化率は，全国や広島県の平均と比較して低い状況にあります。 

 こうした他団体の状況を踏まえ，令和７年度までの洋式化率を向上させるため，洋式化を加速します。 

 

 文部科学省が公表した公立小中学校の洋式化率 

公 表 全 国 広島県 呉 市 

令和２年９月１日現在 ５７.０％    ５１.４％    ３２.７％    

令和５年９月１日現在 ６８.３％    ６３.９％    ３７.８％    

増 加 ＋１１.３     ＋１２.５     ＋５.１     

 ※広島県内の主な他市の状況（令和５年９月１日現在） 広島市６９.２％ 福山市５９.７％ 東広島市７１.４％ 

 

１ これまでの主な取組 

  呉市立小中学校においては，令和３年度から５か年計画で，次のとおり洋式化を進めています。 

 (1) 令和３年度は，体育館にあるトイレ３７校５７基（小学校２３校３９基，中学校１４校１８基）を洋式化 

 (2) 令和４年度は，校舎にあるトイレ１７校の洋式化に係る実施設計を実施 

 (3) 令和５年度は，令和４年度に実施設計をした１７校の改修工事を実施中（令和５年度末の洋式化率４７.４パーセント） 

  



２ 加速前と加速後の洋式化率の推移（令和６年度以降） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の方針 

  呉市教育振興基本計画での洋式化率の目標６６パーセントを９１．４パーセントとします。 

  これは，学校から「校内１か所でいいので和式トイレを残してほしい。」という要望があるため，当面は和式トイレを残すも

のです。 

  なお，校舎等の建替工事・長寿命化改良工事を行う場合は，従前どおり全てのトイレを洋式トイレとします。 
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  509,562 千円             557,260 千円 

18 校 251 基 

57.1% 

概算事業費  270,340 千円               170,130 千円 

17 校 213 基 

67.3% 

33 校 511 基 

68.9% 

24 校 605 基 

91.4% 

90％ →

66％ → 

洋式化する校数と便器数 → 

各年度末の洋式化率    → 

加速前の目標６６％は，令和６年度末に達成予定 

加速前の洋式化率の推移（予定） 加速後の洋式化率の推移（予定） 

 

▶１階は和式トイレ１基を残し洋式化 

▶２階以上は半数以上を洋式化 

加速前の洋式化の基本的な考え方 

 
 

▶１階は和式トイレ１基を残し洋式化 

▶２階以上は全て洋式化 

加速後の洋式化の基本的な考え方 

 


